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研究成果の概要（和文）：　本研究は、高大連携の視点から、高等学校における歴史教育の現状と課題を分析
し、その改善策を探ることを目的としたものである。その際、大学との関係を重視し、最新の歴史学研究の成果
を高校の歴史教育にいかに生かすかという点と、歴史的思考力を評価する入学試験のあり方について注目した。
現状と課題の分析には、東京外国語大学の新入生を対象とする学生アンケートと学生アンケート回答者から推薦
された高校教員へのアンケートを実施した一方、研究会やセミナー、シンポジウムを開催して、高校教員と大学
教員の対話に努めた。また、東京外国語大学の入学試験問題をもとに、高校での歴史教育の教材を作成した。
　

研究成果の概要（英文）：This research had for its object to analyze the current state of the history
 education and a problem in  high school and look for the reform measure from the angle of the  
cooperation between high schools and universities. The relation with  universities was emphasized, 
and we paid attention about  the entrance examination which estimates the historical thinking  and 
how to utilize  outcomes of the latest historical science studies for history education of high 
schools. We made two types of questionnaire:  the student questionnaires  and the high school 
teacher questionnaire to analysis  the current state and a problem. We also  held a workshop, a 
seminar and a symposium to make an effort toward talking of a high school teachers and university 
professors.
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キーワード： 歴史教育　世界史　高大連携　歴史的思考力　大学入試改革

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　高等学校の新学習指導要領による歴史科目の再編と大学入学共通テストの導入によって、高校歴史教育が大き
な転換点を迎えることを踏まえ、本研究に先立つ科研費プロジェクト「地域研究に基づく世界史教育の実践的研
究」の成果を発展させる形で、歴史的思考力を養う教育方法と成績評価方法について、実践例を提示しつつ問題
提起した。各種のアンケート調査や研究会、セミナー、シンポジウムなどを通して、高校教員と大学教員の対話
の機会を作り出すことができたことには、大きな社会的意義があったと考える。また、論述問題を中心とする、
東京外国語大学前期日程入試「世界史」問題を教材化し、高校教員に好評であった。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2006 年秋に発覚したいわゆる「世界史」未履修問題を発端として、高等学校における歴史教
育の現状と課題、その改善策がさまざまなところで議論されてきた。私たちの研究グループは、
地域研究という専門を活かして高校「世界史」教育の改善に貢献しようと、科研費「地域研究
に基づく「世界史」教育の実践的研究」（基盤 B、研究代表者：金井光太朗、2013-2015 年）を
実施した。本研究は、この共同研究を基礎として、この間に進行した高校の歴史教育をめぐる
新たな動き、すなわち次期学習指導要領改訂における「世界史」必修廃止と、歴史系の新たな
必修科目としての「歴史総合」の創設、および現行「B 科目」（４単位）の「探究」（３単位）
への再編、大学入試センター試験の廃止と新テスト（大学入学共通テスト）の導入などを踏ま
え、研究対象を「世界史」１科目から「日本史」を含む歴史系科目全体に広げ、歴史的思考力
を重視した歴史教育を通して「主体的・対話的で深い学び」を実現する方法を検討することと
した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、高大連携の視点から、高等学校および大学における歴史教育の現状と課題を分析

し、その改善策を探ることを目的としたものである。具体的には、主に（１）高校における地
理歴史科目の改革・再編と「世界史」教育、（２）大学の教養課程および人文・社会科学系学部
における歴史教育の現状把握と、高校における歴史教育の改革`再編に即した大学における歴史
教育の改革、（３）大学入試の歴史系科目のあり方などについて調査・研究し、高校と大学の歴
史教育の接続の方法を構想する。 
 
３．研究の方法 
 高校における歴史教育の現状については、「地域研究に基づく「世界史」教育の実践的研究」
（基盤 B）で収集したデータとの連続性を確保するため、「世界史」教育を中心に、学生アンケ
ートと高校教員アンケートを実施し、必要に応じて高校教員への聞き取り調査を行う。引き続
き夏期世界史セミナー（東京外国語大学海外事情研究所主催）に講師を提供し、高校教員とと
もに歴史教育の改善を模索する。また、大学入試の歴史系科目の出題についても、高校教員の
意識調査を行うとともに、高校教員の協力を得て東京外国語大学の「世界史」論述問題の教材
化を試みる。 
 
４．研究成果 
高等学校における歴史教育の現状と課題を把握し、最新の歴史学研究の成果を高校の歴史教

育に活かす方法を模索するため、東京外国語大学の新入生を対象とする学生アンケートと学生
アンケート回答者から推薦された高校教員へのアンケートを実施するとともに、研究会やセミ
ナー、シンポジウムを開催して、高校教員と大学教員の対話に努めた。また、東京外国語大学
の入学試験問題をもとに、高校での歴史教育の教材を作成した。 
（１） アンケート調査、聞き取り調査 
＜アンケート調査＞ 
 2016、2017、2018年のいずれも５〜6 月に東京外国語大学の全新入生を対象として、出身高
校における世界史履修状況と歴史への関心についてアンケートを実施した。３年度とも、600
名（定員約 800 名）を超える有効回答者を得ることができた。その結果の一部は、夏期世界史
セミナーで報告した。 
 2016 年は例年通り、学生アンケートの回答者からの、出身高校における「優れた、あるい
は独創的な歴史教育」を実践している教員の推薦をもとに高校教員アンケートを実施した。
2017 年度は、次期学習指導要領で「世界史」必修廃止、新必修科目「歴史総合」創設が確実
となった状況を踏まえ、2017 年 12 月〜2018 年 1 月にかけて、2017 年度を含め、学生アンケ
ートで推薦された全教員約 500 名に高校歴史教育改革を中心に意識調査を実施した。転勤など
のため、回収率は約 40％にとどまったが、自由記入欄を含め、貴重な意見を集めることがで
きた。調査結果の一部は、夏期世界史セミナー等で報告した。 
＜聞き取り調査＞ 

2016 年度には２校 2 名（広島大学附属福山高等学校、岡山県立倉敷天城高等学校）、2017
年度には５校５名（北海道函館中部高校、岩手県立盛岡一高、静岡県立御殿場高校、熊本県立
大津高校、鹿児島県立加治木高校）、2018 年度 1名（岩手県立一関二高）に実施した。 

 
（２） 入試問題の教材化 
  2006 年に東京外国語大学前期日程で「世界史」を必修科目として導入して以来の入試問
題をまとめ、2017 年度に報告書『大学入試問題を歴史教育に活かす－歴史的思考教材として
の東京外国語大学「世界史」』（2018 年 3 月）を制作し、高校教員を招いてシンポジウムを開
催した。 

 
（３）研究会等（所属、肩書きは開催当時） 
①第 1回研究会（2016 年 7月 6日、東京外国語大学海外事情研究所会議室）研究打ち合わせ 
②夏期世界史セミナー「歴史学の最前線 VIII」（東京外国語大学海外事情研究所と共催、研究



講義棟 227 教室、2016 年 7月 28、29 日） 
③第 2回研究会（2017 年 3月 25 日、東京外国語大学海外事情研究所会議室） 
④第 3回研究会（2017 年 4月 12 日、東京外国語大学海外事情研究所会議室）前年度の活動報

告と研究打ち合わせ 
⑤第 4回研究会（2017 年 6月 7日、東京外国語大学海外事情研究所と共催、同会議室） 
  カトリーヌ・ドニ（リール大学）「近世フランスの植民地のポリス－フランス島ポール・

ルイの事例を通じて（1767〜1789）」 
⑥夏期世界史セミナー「歴史学の最前線 IX」（東京外国語大学海外事情研究所と共催、研究講

義棟 227 教室、2017 年 7 月 27、28 日）鈴木茂「科研調査報告 高大連携による近現代史教育
の可能性」 
⑦第 5 回研究会「シンポジウム 入試問題を歴史教育に活かす」（2018 年 3 月 28 日、東京外

国語大学研究講義棟 115 教室）津野田興一「論述入試問題を利用した高校世界史の講習につい
て」、鈴木茂「東京外大「世界史」入試問題と歴史用語精選」 
⑧第 6回研究会（2018 年 4月 25 日、東京外国語大学海外事情研究所会議室）前年度の活動報

告と研究打ち合わせ 
⑨夏期世界史セミナー「歴史学の最前線 X」（東京外国語大学海外事情研究所と共催、研究講

義棟 227 教室、2018 年 7月 25、26 日）鈴木茂「科研プロジェクト報告」 
⑩シンポジウム「歴史教育の未来を拓く IV」（2019 年 3 月 21 日、日本大学文理学部主催） 
  鈴木茂「変わる大学入試と歴史教育」 
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